


【提言】 

類似コールサインに起因すると考えられるヒヤリハット事例が複数報告されて

いる。具体的な事例としては、パイロットが類似コールサインを有する他機への

管制指示を自機への指示と取り違えたり、管制官がある航空機からの高度変更要

求を類似コールサインを有する別の航空機からの要求であると思い込んだりする

事例などである。 

類似コールサインに起因する問題の解消については、過去にも国内線を中心に

さまざまな取り組みが行われているが、その後日中間を結ぶ航空路を中心に国際

線の交通量が増加していることや、特定の航空路では、使用できる高度に制約が

あるため高度変更に関する管制交信が頻繁に行われていることなどから、類似コ

ールサインの発生やこれに起因する取り違いが増加する可能性があるものと考え

られる。このような状況を踏まえ、従来の国内線中心の取り組みに加え、関係者

間で国際線も対象にした類似コールサインに起因するヒューマンエラー等の発生

リスク低減に向けた更なる対応について検討されたい。なお、検討にあたっては、

従来の取り組みを含む短期的な視点での検討と合わせて、ヒューマンエラーを誘

発する要因を極力排除するためのシステム導入などの仕組みも含めた中長期的な

視点での検討が望まれる。 

 

【背景説明】 

平成 28 年度に VOICES に寄せられた類似コールサインに起因すると考えられる 4

つの報告事例を以下に示す。特に、例 2 および例 3の事例は、日本と上海方面を結ぶ

航空路 A593（通称アカラコリドー）での事例であり、交通量が増加していることに

加え、使用できる高度に制約があることから高度変更に関する管制交信が頻繁に行わ

れており、いわゆるウィッシュフルヒアリングと呼ばれるヒューマンエラーが起きや

すい状況であると言える。 



例 1） A 機の便名は AB○○２便。同一空域を飛行していた同一航空会社の B 機である

ABXX2 便への管制指示を誤って自機への指示と受け取ってしまった。 

【FEEDBACK No.2016-02-51】 

 

例 2） 同じ航空路上を A機（FL360）と B機（FL400）が飛行していた。両機のコール

サインの数字部分は全く同じで会社コードは異なっていたものの発音が似通

っていた。管制官は A機からの FL380 への高度変更要求を B機からの要求であ

ると思い込み、B機に対して FL380 への降下を指示した。これに対して B機か

らの復唱はなく、A 機から上昇指示としての復唱があった。その後管制官はレ

ーダー上で A 機が上昇していることに気づき、事なきを得た。  

【FEEDBACK No.2016-03-53】 

 

例 3） 管制官は FL360 で飛行中の A機に対し、FL300 への降下指示を発出した。この

指示に対して A機が降下を開始したが、同じ航空会社の類似コールサインを有

する B機も降下を開始した。レーダー上で B機が降下していることに気がつい

た管制官が B 機への指示ではないことを指摘した。 

 【FEEDBACK No.2016-03-54】 

 

例 4） 管制官はA機からの高度変更要求を同じ航空会社で類似便名を有するB機から

のものと取り違え、B機に上昇指示を発したところ、A機が上昇を開始した。

その後管制官はレーダー上で A 機が上昇していることに気づき、A機に対して

管制指示の修正を行った。 【FEEDBACK No.2016-02-56】 

 

 

なお、H27 年度にも、同種事例が報告されております。 【FEEDBACK No.2015-02-30】 

 

 

以上 




